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症 例

はじめに

近年の内視鏡検査 をはじめとする診断法の進歩によ

り,胃 粘膜下腫瘍の報告例は増加してきた。その半数近

くを占める平滑筋腫は40～60歳に多く,若 年者には少な

いとされている.わ れわれは13歳女児の胃噴門部平滑筋

腫を経験したので,こ こに報告するとともに本邦の胃平

滑筋腫報告集計例について考察を加えた。

症  例

患者 :13歳,女 子,中 学生.

主訴 :テール便および貧血.

家族歴,既 往歴 :特記事項なし.

現病歴 :昭和49年9月頃立ちくらみすることがあっ

た。11月1日 , トインに行こうと立ち上ったところ,突

然脳貧血症状を呈して失神した。回復後の排便はテール

便であった。2～ 3日間休学し安静臥床していたがテー

ル便が持続した。11月5日 ,当 院内科を受診.顔 面蒼

白,赤 血球数200万,Ht 18%,便 潜血 (‖)で 入院し

た。胃透視検査で胃噴門部に腫瘤陰影を認めたので,11

月22日外科に転科した。

現症 :体格は細長く,顔 面はやや貧血性蒼白.眼 険結

膜に貧血を認めたが,眼 球結膜 に黄痘はなかった。体

温,脈 博は正常.血 圧 130～90mmHg.腹 部は平担●

腫瘤,肝 ,陣 は触れず,圧 痛もなかった。

臨床検査成績 :血液 :赤血球数237万,Hb 7.2g/dl,Ht

20%,白 血球数6,700,血 清タンパク質 6。2g/dl,肝機能

は正常.尿 :正常.便 :湾血反応 (+).心 電図 :正常.

胸部レントゲソ所見 :肺野"心 臓陰影に異常なく,胃

写真 1 胸 部単純レ線写真.胃 池内の噴門部に腫瘤

陰影を認める。

泡内に均一な円形の腫瘤陰影を認めた (写真 1)。同様

の所見は,腹 部単純レントゲン写真の胃泡内にも認めら

れた。

胃レントゲン所見 :食道および十二指腸には異常所見

を認めなかった。胃立位正面像で噴門部小弯側よりの後

壁に半球状の境界明瞭な腫瘤陰影があり (写真 2),斜

位にすると腫瘤の正面からの像が明瞭となり,ほ ぼ円形

の腫瘤で bridging foェdsを伴い,そ の頂点に潰瘍形成を

認め,い わゆる Central sPotを呈していた (写決 3).
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写真 3 胃 斜位像 .球 形腫層の頂点に潰瘍形成を認

める.

胃内視鏡所見 :噴門直下後壁に胃内腔に突出した腫層

があった。周囲粘膜と変りない色調の粘膜におおわれ表

面は平滑であったが,告 隆部側頂点に陥凹を認めた (写
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写真 4 内 視鏡所見.噴 門直下後壁に胃内に突出し

た腫瘤.

束4).

以上の所見から,出 血は胃噴門部の平滑筋腫からのも

のと診断し,貧 血の改善をはかったのち12月13日手術を

施行した。

手術所見 :上腹部正中切開で開腹すると,腹水はなく,

肝,胆 嚢,陣 ,腸 管 に異常はなかった。胃を触診する

と,噴 門直下後壁に内腔に突出した腫瘤が触知されたの

で,前 壁で胃体部に切開をおいて粘膜面より観察する

と,食 道噴門接合部より lCm離 れた後壁に半球状の腫

瘤が粘膜下に存在していた。表面の粘膜を腫瘤につけた

まま周囲より切開剣離すると,腫 瘤は固有筋層上に粗に

ついていたので,ほ とんど出血することもなく容易に摘

写真5 摘 出標本.粘 膜の一部に潰瘍形成 (左下)
している.分 美状腫瘍は粘膜下に存在している。
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表 1 胃 平滑筋腫の年令 ・性別頻度 (本邦集計例)

濯 む 早 計

～9才
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表 2 20才 未満の胃平滑筋腫 (本邦報告例)

を表年度 年  令
1性十i  訴 1術 前診断 衛  式 発青力占
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緒
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iさ 胃氾内極残 1格膜下底墓

自疎拐 13才
   |♀ 下血 資 血 1胃平清筋題 摘  』 内

122例 (41.ウリ,上 部99例 G3.3%),下 部76例 (25。1

%)と ,胃 中部に発生するものが一番多 く,つ いで上

部,下 部の順になっている。Palmerめの報告 では中部

39%, 下 部38.7%, 上 部22.3%,Skandalakisの“よ中部

38.9%,上 部34.2%,下 部26.8%と ,い ずれも約40%が

胃の中部に発生していると報告している。本症例は噴門

部に発生しているが,本 邦若年者の症例において記載が

必ずしも明瞭でないが,と くにかたよった部位に発生し

てはいない.し かし噴門部に発生した平滑筋腫の場合,

本症例のように胸部または腹部単純レントゲン写真の胃

泡内に腫瘤陰影を認める例があることは注目すべき所見

である。内田らりは食道胃境界部平滑筋腫の症例を検討

して, 5例 Ⅲ4例に胸腹部単純レントゲン写真で胃泡内

腫瘤陰影を認め,そ のうち 1例は若年者症例であったと

報告している。

筋腫は大きくなるとしばしば変性をきたし,潰 瘍,壊

死,の う腫形成,石 灰化などがあげられているが,腫 瘍

に接する粘膜が圧迫されて循環障害に陥って,腫 層の頂

点にあたる胃粘膜に潰瘍が形成されることが多い。レン

トゲン像で,Cential sPot,myOma nabelなどと表現さ

れる形態を示し, この潰瘍面からの出血が主訴や手術の

出できた.筋層を縫合し,粘 膜をカットグートにて連続

縫合した.

摘出標本所見 :粘膜下に大きさ 6×4×2cmの 分葉状

の腫瘍があり,よ く限局しており薄い被膜に包まれてい

た。その頂点に小さな漬瘍を形成していた。割面は結節

状で灰色をしていた (写真5).

病理組織学的所見 :偽被膜で包まれた腫場は紡鍾形の

細胞からなり,一 部に細胞密度が高く配列の乱れた部分

もあるが,核 分裂像はなく良性の平滑筋腫であった (写

真 6 ) .

術後経過 :経過順調で16日目に退院した。術後 4年以

上たった現在,再 発の徴候もなく噴門機能にも異常を認

めない.

考  察

胃平滑筋腫は, 山形 (1962)つが本邦例91例を集計報

合しているが,そ の後報告例は急激に増加し山形の集計

後われわれが集計しえた胃平滑筋腫は375例であった。

その年齢別,性 別の頻度は,記 載 の明らかな350例に

ついてみると (表1),40歳～60歳台に多いことは他の

報告者と一致している。そして20歳以下の若年者の報告

例は Skandalakisが192例中4例 (2.1%),Palmerゆ が

289例中9例 (3%)と 外国でも非常 に少なく,本 邦例

でもわれわれが集めえた症例は,自 験例を加えても7

例ゆ
‐9Pに
過ぎず 2%と 極 めて少ない (衰2).最 も若い

症例として,Palmerり は9歳の症例を報告しているが,

本邦の佐分利
Dは
生後 2カ月の男児例を報告している.

男女の性比は, 1:1で 若年者においてもまったく差

がない。

発生部位に関しては,記 載の明らかな297例で 胃中部

写真 6 病 理組織像
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表 3 胃 平滑筋腫の主訴

適応となることが多い。主訴についての集計例338例で

みると出血81例 (24%),疼 痛74例 (21.9%),腫 瘤38例

(11.2%)の 順であり,そ の他は不定の胃腸症状である

(表3).従 来の報告では出血が40～50%と 高 ヽヽ害!合で

あったが,す でに,筆 者
13)が
報告したように最近は平滑

筋腫が小さいうちに発見 されることが多くなったため

に,出 血を主訴とする率が低くなったものと思われる。

本症例は突然の脳貧血症状で始まり,そ の後に大量の下

血を認めて発見された。杉本ら°の若年者例 も約 1年間

貧血として内科的治療を施されていて,大 量出血しては

じめて発見されている。平滑筋腫は胃症状を必ずしも伴

わないために,長 期間見落されやすいことは留意すべき

ものと考える。

最近は胃粘膜下腫瘍に対する関心が高まり術前診断で

粘膜下腫瘍,さ らに平滑筋腫とまで正確に診断されるこ

とも多くなった。術前診断名が 明記されている214例中

平滑筋腫と診断されたものは11.3%,粘 膜下腫瘍と診断

されたものを含めると33.2%に まで達する。

手術に関連しては平滑筋腫は,平 滑筋肉腫との鑑別診

断が重要である。一般には大きさが 3cm以 上のもの,

胃外性発育のもの,潰 場を形成するものには肉腫が多い

といわれているが,重 さが2kgも ある大きなものでも良

性例があるので必ずしも鑑別は容易ではない。病理組織

像でもかなり判定が困難な場合もあって,現 在 StOurD

や佐野
12yのごとく核分裂の数で判定する見解が支持され

ている。そこで術前の鑑別診断のために,潰 瘍が存在し

ている場合にはその潰瘍底からの生検や細胞診が行われ

る。さらに最近では粘膜を内視鏡に組み込んだ高周波電

流メスで切開して,粘 膜下の腫瘍からの生検の試みがな
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表 4 胃 平滑筋腫の手術々式

術  式 例  数 7o

胃 切  除

噴 門 切 除

胃 全  摘

楔 状 切 除

輸出 ・核出

試 験 開 腹

103

21

12

15

26

2

57.5

11.7

6.7

8.4

14.5

1.2

計 179 1007。

されている。手術にあたっては術中凍結迅速標本によっ

て診断をつけて術式を決定するのが妥当である。術式の

記載のある179例のうち胃切除術が最も多い (表4)。 そ

して胃上部に腫瘍がある場合には噴門部切除術が施行さ

れている。本症例も噴門部切除術を考えたが,良 性疾患

であること,13歳 の女児であることから発育,成 長や噴

門機能の保存などを考慮し摘出術にとどめた。手術侵襲

や残胃機能の面からは,悪 性の疑いがなけれは小手術に

とどめることが望ましく,胃 内視鏡,生 検,術 中組織診

断などの進歩した今日では腫瘍摘出術症例が増加してい

る。牧原ら
1り
は胃良性腫瘍に対して腫瘤摘出術と胃切除

術をうけた患者の経過を調査比較して,ゃ はり摘出術の

患者のほうが経過良好であったと報告している。本症例

も術後,自 覚症状もなく噴門機能も良好である。

結  語

われわれは,テ ール便を主訴として来院した13歳の女

児に術前検査で胃平滑筋腫と診断し摘出術を施行した。

若年者胃平滑筋腫症例および本邦における胃平滑筋腫症

例の集計について若子の考察を行ない,そ の合併症とし

て出血の頻度が高いことから原因不明の出血源として本

疾患の重要性とその外科的療法について述べた。

(本論文の要旨は,第 140回日本消化器病学会関東甲

信越地方会において発表した。)
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